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三 

月 

 

一
六
日 

年
祭
打
ち
あ
わ
せ 

一
八
日 

北
蒲
原
分
教
会
霊
祭 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

二
三
日 

由
利
霊
祭
（
朝
づ
と
め
後
） 

 

二
六
日 

本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 
 
 
 
 

仁
賀
保
分
教
会
お
運
び 

 

三
〇
日 

佐
々
木
ヨ
シ
刀
自
五
年
祭 

三
一
日 

少
年
会
北
洋
団
お
つ
と
め
学
び
総
会 

 
 
 
 
 

四 

月 

  
 
 

二
日 

支
部
婦
人
会
（
九
時
半
） 

 
 

三
日 

支
部
例
会
（
亀
田
町
分
教
会
） 

 
 

五
日 

お
願
い
づ
と
め
（
十
三
時
半
） 

 
 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

 
 

九
日 

教
祖
誕
生
月
次
祭 

 
 

 

立教１８８年     令和７年      ４ 月 号 

由利 

仁賀保分教会お運び 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

  

故
佐
々
木
ヨ
シ
八
代
会
長
五
年
祭
を
盛

大
に
執
行
さ
せ
て
頂
い
て 

 

  

去
る
三
月
三
十
日
午
前
十
時
半
よ
り
、

故
佐
々
木
ヨ
シ
八
代
会
長
五
年
祭
を
、
上

級
北
蒲
原
分
教
会
長
様
祭
主
の
元
、
子
供

さ
ん
方
を
含
め
る
と
約
八
十
名
以
上
の
参

拝
者
の
元
盛
大
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
年
祭
で
は
、
祭
典
執
行
の
前
に
在
り

し
日
の
前
会
長
さ
ん
が
映
し
出
さ
れ
た
思

い
出
ビ
デ
オ
が
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ
れ
、
生

前
の
前
会
長
さ
ん
を
偲
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
予
定
時
刻
通
り
祭
典
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
三
殿
参
拝
の

後
、
祭
官
に
よ
る
祓
い
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
祭
主
に
よ
る
玉
串
奉
献
、

参
拝
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
参
拝
者

に
よ
る
玉
串
奉
献
及
び
参
拝
と
な
り
、
喪

主
、
親
族
の
方
々
は
、
祭
壇
の
前
ま
で
進

ん
で
頂
き
、
正
座
で
参
拝
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、 

立
拝
し
て
頂
く
た
め
の
高
い
八
足
を
用
意

し
て
頂
き
、
部
内
教
会
、
布
教
所
、
教
会

理
事
の
方
々
の
名
前
を
読
み
上
げ
さ
せ
て

頂
き
な
が
ら
参
拝
し
て
頂
き
、
次
に
一
般

信
者
の
方
々
に
参
拝
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

祭
儀
終
了
後
、
祭
主
の
御
挨
拶
を
頂
き
、

そ
の
後
喪
主
で
あ
る
当
教
会
の
会
長
さ
ん

の
御
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
。
ヨ
シ
前
会
長

さ
ん
が
、
物
の
判
断
も
つ
か
な
い
よ
う
な

幼
い
頃
に
由
利
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
六
、

七
才
頃
か
ら
納
豆
売
り
を
さ
せ
ら
れ
た
話

に
至
っ
た
時
に
は
会
長
さ
ん
の
言
葉
に
も

感
極
ま
っ
た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
現
在
の
よ
う
に
兄
弟
、
家
族

が
お
道
一
条
に
通
れ
る
の
も
ヨ
シ
前
会
長

の
伏
せ
込
み
と
御
苦
労
の
お
陰
と
感
謝
の

思
い
を
述
べ
て
御
挨
拶
を
閉
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
祭
官
が
退
場
さ
れ
て
、
滞
り

な
く
同
年
祭
を
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
神
殿
大
広
間
を
会
場
と
し
て

直
会
と
な
り
、
前
会
長
様
を
お
偲
び
す
る

と
共
に
、
信
者
さ
ん
同
士
の
交
流
を
深
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
直
会
会
場
を
お
開

き
に
し
た
後
食
堂
で
二
次
会
が
開
か
れ
た

と
の
事
で
す
が
、
結
構
大
勢
の
人
達
で
賑

わ
っ
た
と
の
事
で
、
そ
れ
も
又
教
会
を
支

え
る
大
き
な
力
の
よ
う
に
思
い
頼
も
し
く

思
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
度
の
年

祭
を
機
に
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
前
会
長
様

の
御
霊
に
喜
ん
で
頂
く
よ
う
な
成
人
の
歩

み
を
心
に
期
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
次

第
で
す
。 
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新
た
な
教
会
の
躍
進
に
向
か
っ
て 

仁
賀
保
分
教
会
、
新
会
長
の
お
許
し
を
頂

く 

  

現
在
年
祭
活
動
三
年
目
の
節
目
の
旬
の

年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
去

る
三
月
二
十
六
日
、
御
本
部
教
祖
殿
で
仁

賀
保
分
教
会
後
継
者
の
木
内
正
信
氏
が
め

で
た
く
五
代
会
長
の
理
の
お
許
し
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。 

 

同
教
会
一
行
は
、
北
蒲
原
分
教
会
の
バ

ス
を
お
借
り
し
て
、
二
十
四
日
朝
由
利
分

教
会
を
出
発
し
て
夜
六
時
半
頃
お
ぢ
ば
に

到
着
し
ま
し
た
。
同
お
運
び
で
は
、
新
会

長
任
命
の
お
許
し
と
教
会
神
殿
屋
根
葺
替

え
の
お
許
し
と
二
回
の
お
許
し
を
願
い
出

た
訳
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
運
び
の
人

数
が
七
人
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
る
上
か

ら
、
仁
賀
保
の
関
係
者
が
二
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
運
び
の
願
人
の
随

行
と
な
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

無
事
お
運
び
を
終
え
て
そ
れ
ぞ
れ
着
替

え
て
か
ら
、
詰
所
和
室
で
新
会
長
就
任
の

お
祝
い
の
直
会
と
な
り
ま
し
た
。
新
会
長

の
お
人
柄
と
、
前
会
長
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

系
統
を
越
え
て
他
教
会
の
お
運
び
の
お
祝

い
に
参
加
さ
れ
て
き
た
伏
せ
込
み
（?

）
も

あ
っ
て
か
、
御
馳
走
と
共
に
高
級
な
銘
柄

の
日
本
酒
が
い
く
つ
も
ふ
る
ま
わ
れ
、
同

教
会
ら
し
い
明
る
く
盛
り
上
が
っ
た
直
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

同
お
祝
い
は
盛
況
の
う
ち
に
終
え
さ
せ

て
頂
き
、
翌
日
朝
六
時
頃
に
同
教
会
一
行

の
バ
ス
が
秋
田
に
向
か
い
、
夜
七
時
過
ぎ

に
由
利
分
教
会
に
到
着
し
ま
し
た
。
新
会

長
就
任
の
お
運
び
を
無
事
に
終
え
さ
せ
て

頂
き
、
新
会
長
夫
妻
の
こ
れ
か
ら
の
御
活

躍
を
心
よ
り
御
期
待
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。 

 
 

 大
教
会
青
年
会
主
催 

あ
ら
き
と
う
り
ょ
う
入
門
塾 

 

去
る
三
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時
半
よ

り
大
教
会
に
て
あ
ら
き
と
う
り
ょ
う
入
門

塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
初
め
に
、
天
理
教
青
年
会
海
外
派

遣
生(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル)

と
し
て
二
年
間
の
御
用
を
つ
と
め
た

二
名
に
、
体
験
を
通
し
て
の
感
話
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
お
楽
し
み
行
事
と
し
て
ボ
ー

リ
ン
グ
、
夜
は
懇 

親
会
と
、
同
じ
北 

洋
青
年
会
の
仲
間 

と
し
て
、
親
睦
を 

深
め
ま
し
た
。 

参
加
者
は
十
五
名 

で
し
た
。 

秋
田
か
ら
は
当 

教
会
の
佐
々
木
由 

正
さ
ん
、
由
利
道
分
の
佐
々
木
誠
さ
ん
、

雄
物
川
分
の
伊
藤
伸
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

由
利
分
教
会
祖
霊
祭 

三
月
二
十
三
日
朝
づ
と
め
終
了
後
よ
り

当
教
会
の
祖
霊
祭
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

祖
霊
祭
終
了
後
、
事
務
所
で
お
下
が
り
の

ど
ら
焼
き
と
お
茶
で
皆
さ
ん
と
歓
談
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 弧 
 
 
 
 

弓 

胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

松 

田 

理 

奈 

木 

内 

教 

子 

小 

林 

大 

晃 

仁 

賀 

保
あ(

前) 

由 
 

利 
 

道 

亀 
 

田 
 

町 

仁 
 

賀 
 

保 

利 
 

翔 
 

布 

齋 

藤 

清 
一 

雄 
 

物 
 

川 

由 
利 

東 

布 

佐
々
木 

由 

正 
会 

 
 
 
 

長 

会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

伊 

藤 

奈
津
子 

坐
り
づ
と
め 

佐
々
木 

由 

正 

仁 
 

賀 
 

保 

扈 
 
 

者 

齋 

藤 

美
和
子 

木 

内 

美 

歩 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

豊 

島 

栄 
二 

仁 
 

賀 
 

保 

佐
々
木 

由 

正 

齋 

藤 

賢 

爾 
豊 

 

島 
 

優 
佐
々
木 

義 

實 

亀 
 

田 
 

町 

利 
 

翔 
 

布 

由 

利 

東 

布 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

林 

理
英
子 

小 

松 

敬 

子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

前 
 
 

半 

齋 

藤 

清 

一 

由 

利 

東 

布 

賛 
 
 

者 

豊 

島 
絢 

子 

畠 
山 

清 

香 

小 
川 

昭 

子 
小 

 

川 
 

心 
仁 

 

賀 
 

保 

由 

利 

東 

布 

桑 
 

原 
 

廣 

小 

野 

繁 

樹 

佐
々
木 

由 

明 

豊 

島 

栄 

二 

佐
々
木 

由 

正 

豊 
 

島 
 

優 

小 

林 

大 

晃 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

良 

美 

豊 

島 

末 

子 

小 

川 

貴
美
子 

後 
 
 

半 

雄 
 

物 
 

川 

指 

図 

方 

 

部

内

だ
よ
り 

 

矢
島
町
分
教
会 

二
十
六
日
、
祖
霊
祭
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
近
教
会
で
有
志
の
お
泊
り
会
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。 

 

仁
賀
保
分
教
会 

 

木
内
正
信
は
三
月
二
十
六
日
真
柱
様
よ
り
仁
賀

保
分
教
会
、
五
代
会
長
の
理
の
お
許
し
を
、
つ
つ
が

な
く
拝
戴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
教
示

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
奉
告

祭
は
六
月
二
十
九
日
の
予
定
で
す
。 

 

利
の
宮
分
教
会 

三
月
吉
田
稲
生
さ
ん
、
和
歌
子
さ
ん
が
、
お
ぢ
ば

帰
り
、
別
席
三
席
目
運
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

由
利
佐
々
木
ヨ
シ
前
会
長
様
の
五
年
祭
に
参
拝

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

   

五 月 祭 典 役 割 表    神殿講話 小野恭和理事 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


